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■
こ
の
度
、
呼
吸
器
外
科
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
３
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
で
は
呼
吸
器
外
科
を
志

す
学
生
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の

で
１
０
０
名
の
呼
吸
器
外
科
に

興
味
の
あ
る
研
修
医
や
学
生
と

会
う
こ
と
が
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

開
胸
の
手
術
は
何
度
か
見
学

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
聖
隷
三

方
原
病
院
の
先
生
及
び
事
務
の

方
々
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
大
学
か
ら
引
率
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
に
は
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
学
生
6
年
生
）

■
今
年
で
3
度
目
の
開
催
と
な

っ
た
呼
吸
器
外
科
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
で
す
が
、
私
は
昨
年
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
た
め
、

今
回
は
2
度
目
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。
学
生
対
象
の
ベ
ー
シ

ッ
ク
コ
ー
ス
で
は
、
全
身
麻
酔

下
の
ブ
タ
の
開
胸
・
閉
胸
、
ブ

タ
の
皮
膚
縫
合
、
ブ
タ
の
摘
出

心
肺
を
用
い
た
肺
葉
切
除
・
気

管
形
成
、
胸
腔
鏡
下
手
術
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
大
き
く
分
け
て

4
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
全
て
が
外
科
を
志

望
す
る
学
生
に
と
っ
て
魅
力
的

な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
胸
腔

鏡
下
手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
、
テ
キ
ス
ト

の
再
編
、
及
び
実
習
時
間
枠
の

拡
大
な
ど
昨
年
と
変
更
さ
れ
た

点
も
多
く
、
昨
年
と
は
一
味
違

っ
た
実
習
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

当
日
は
2
年
生
か
ら
6
年
生

ま
で
の
多
く
の
学
生
が
北
は
北

海
道
、
南
は
沖
縄
か
ら
集
ま
り

ま
し
た
。
実
習
は
他
大
学
の
学

生
と
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
進
め

ら
れ
る
た
め
、
顔
合
わ
せ
時
に

は
緊
張
し
て
い
る
感
じ
が
否
め

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
こ
は
同

じ
道
を
志
望
す
る
者
同
士
、
い

ざ
実
習
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
打

ち
解
け
、
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い
な

が
ら
円
滑
に
実
習
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

夜
の
懇
親
会
で
は
他
グ
ル
ー
プ

の
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
研
修

医
の
先
生
方
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
先
生
方
を
交
え
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
呼
吸
器

外
科
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て

実
感
す
る
と
と
も
に
自
ら
が
進

も
う
と
し
て
い
る
道
は
間
違
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
信

し
ま
し
た
。

2
日
間
と
短
い
間
で
し
た

が
、
同
じ
志
を
持
っ
た
多
く
の

仲
間
や
尊
敬
す
る
先
生
方
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
非
常
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
お
会

い
で
き
た
方
々
と
数
年
後
、
学

会
な
ど
で
再
会
で
き
る
事
を
心

待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
に
あ
た

■
普
段
で
き
な
い
経
験
を
立
派

な
先
生
や
施
設
の
も
と
、
さ
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ボ
は

2
人
で
1
つ
の
心
臓
を
使
わ
せ

て
頂
き
、
4
人
に
1
人
立
派
な

Summer

     School

サマースクール
2013

呼吸器外科 心臓血管外科

2013年度も多くの若い諸君が参加し好評のうちに終了いたしました。
心臓血管外科サマースクールは8月24、25日、神奈川県のテルモプラネックスに
て行い、参加者107名（医学生49名、研修医58名）で、43名のインストラクターのもと
ウェットラボを中心とした実習を行いました。ウェットラボでは、学生は基本手技、大動
脈吻合、ASD閉鎖、僧帽弁置換術、研修医は大動脈吻合、僧帽弁形成術、大動脈弁置
換術、CABGを行いました。恒例の大懇親会では種々の出し物などで大いに盛り上がり
ました。翌日は模擬手術ライブデモとして冠動脈バイパス術と
大動脈弁置換術を見学しました。
呼吸器外科サマースクールは7月20、21日神戸医療機器
開発センター、ニチイ学館神戸ポートアイランドセンターにて
開催し、参加者は99名（医学生44名、研修医55名）で、36名
のインストラクターが受講生の指導に当たりました。アニマル
ラボは胚葉切除、開胸・閉胸にわかれた実習、ティッシュラボ
では摘出心肺ブロックを用いた肺葉切除、気管吻合、豚皮を用
いた皮膚縫合等の実習を行いました。2日目は胸腔鏡手術のド
ライラボに取り組みました。技術コンテストでは自身の技術の
評価を受けると共に、賞品がかかっていたこともあり、大いに
盛り上がりました。　【研究・教育委員会 委員長　松居喜郎】

開催報告

っ
て
、
大
学
や
学
年
に
よ
る
垣

根
は
一
切
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
す
の
で
、
今
回
参
加

を
た
め
ら
っ
て
し
ま
っ
た
方
も

是
非
来
年
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

に
参
加
し
、
呼
吸
器
外
科
の
素

晴
ら
し
い
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
下
さ
っ
た
日
本
呼
吸
器
外
科

学
会
様
、
日
本
胸
部
外
科
学
会

様
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先

生
方
、
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
学
生
6
年
生
）

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
呼
吸
器

に
限
ら
ず
、
外
科
を
目
指
す
女

性
に
と
っ
て
家
庭
や
子
育
て
と

の
両
立
は
一
番
不
安
に
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

大
学
に
外
科
の
女
医
さ
ん
が
い

な
か
っ
た
り
、
未
婚
で
あ
っ
た

り
と
、
経
験
談
を
聞
く
機
会
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
話

を
ご
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て

お
話
し
て
下
さ
り
、
女
性
だ
か

ら
と
言
っ
て
外
科
を
諦
め
な
く

て
も
両
立
に
む
け
て
努
力
す
る

こ
と
が
可
能
な
科
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
日
間
を
終
え
、
同
じ
志
を

持
っ
た
友
達
も
で
き
、
全
国
の

指
導
熱
心
な
先
生
方
に
も
出
会

う
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
素
晴

ら
し
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
開
催
・
運
営

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
行
う
こ
と

は
初
め
て
で
、
大
変
良
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

助
手
の
動
き
が
い
か
に
重
要
で

あ
る
か
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
し
、
ま
た
、
普
段
指
導
し

て
下
さ
る
先
生
方
の
手
技
も
す

ぐ
に
は
到
底
習
得
で
き
な
い
、

奥
深
い
も
の
で
あ
る
事
も
分
か

り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で

し
た
。
そ
の
後
行
っ
た
摘
出
心

肺
の
肺
葉
切
除
は
、
今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
一
番
楽
し
み

に
し
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
の
で

最
後
ま
で
夢
中
で
し
た
。
ペ
ア

を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
方
も
大

変
良
い
方
で
非
常
に
や
り
や
す

く
、
先
生
も
丁
寧
に
ご
指
導
く

だ
さ
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
2
日
目
の
女
性
医
師

の
先
生
に
よ
る
ご
講
演
も
大
変

先
生
が
つ
い
て
い
た
だ
き
す
ご

く
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

心
臓
血
管
外
科
医
と
し
て
留

学
を
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
留
学
さ
れ
た
先

生
本
人
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
先
生
の
手
技
を
実
際

に
見
せ
て
頂
い
た
り
し
た
こ
と

が
非
常
に
良
か
っ
た
で
す
。今
ま

で
調
べ
た
り
し
な
い
と
わ
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
、実
際
に
聞
け

た
り
見
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
が

良
か
っ
た
で
す
。（
学
生
6
年
生
）

■
初
日
の
手
技
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
全
体
と
し
て
は

普
段
の
大
学
の
講
義
で
は
聴
け

な
い
よ
う
な
内
容
を
他
大
学
の

先
生
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
心
外
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
少
し
変
わ

っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
学
生
6
年
生
）

■
と
て
も
充
実
し
た
2

日
間
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
多
く
の
心
臓
血
管

外
科
の
先
生
と
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

が
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他

大
学
の
学
生
と
も
知
り

合
え
た
こ
と
は
、
大
変
良

い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
座
学
で
は
学

べ
な
い
よ
う
な
も
の
ば
か

呼吸器外科
サマースクール

７月20・21日
in神戸

心臓血管外科
サマースクール

８月24・25日
in神奈川
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１
．
各
種
委
員
会
委
員
承
認
、

報
告
及
び
協
議
事
項

（
１
）
各
種
委
員
会
委
員
承
認

２
０
１
４
委
員
会
委
員
名
簿

（
案
）
が
提
出
さ
れ
た
。
若
干
の

変
更
後
、
承
認
さ
れ
た
。

（
２
）
選
挙
管
理
委
員
会

有
権
者
名
簿
の
確
定
、
異
議
申

し
立
て
処
理
、
今
後
の
日
程
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。
異
議
申
し
立

て
処
理
後
の
各
地
区
別
及
び
専
門

分
野
別
有
権
者
数
を
も
と
に
、
各

地
区
別
及
び
専
門
分
野
別
選
挙
評

議
員
定
数
の
委
員
長
案
が
説
明
さ

れ
た
。
検
討
の
結
果
、
北
海
道
地

区
の
食
・
他
は
比
例
配
分
通
り
0

名
、
近
畿
地
区
の
心
臓
分
野
は
32

名
と
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
北
海
道
地
区
の
食
・
他
の

1
名
は
推
薦
評
議
員
と
し
て
選
出

す
る
。

（
３
）
会
誌
編
集
委
員
会

会
誌
編
集
委
員
会
委
員
は
Ｉ
Ｆ

タ
が
必
要
か
の
依
頼
を
受
け
学
術

委
員
会
に
て
デ
ー
タ
内
容
を
検
討

し
、
そ
の
解
析
費
用
は
応
募
者
の

負
担
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
５
）
学
術
集
会
委
員
会

１
）
学
術
集
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

他
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
会
長
裁
量
の
部
分
を
考
慮
し

な
が
ら
適
切
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
。

２
）
学
術
集
会
委
員
名
簿

関
連
学
会
（
食
道
学
会
、
呼
吸

器
外
科
学
会
、
心
臓
血
管
外
科
学

会
、
血
管
外
科
学
会
）
の
会
長
等

を
含
む
委
員
名
簿
が
承
認
さ
れ

た
。３

）
第
66
回
学
術
集
会
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果

学
術
集
会
主
催
者
側
に
よ
る
学

術
集
会
運
営
会
社
の
評
価
は
３
・

８
、
学
術
集
会
委
員
会
委
員
に
よ

る
学
術
集
会
運
営
会
社
の
評
価
は

３
・
９
で
あ
っ
た
。
参
加
者
に
よ

る
学
術
集
会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
は
、
回
答
者
４
７
０
名
で

16
％
と
昨
年
よ
り
約
10
％
低
か
っ

た
。
次
年
度
か
ら
は
学
術
集
会
参

加
者
に
終
了
後
、
直
接
一
斉
メ
ー

ル
で
発
送
し
、
期
日
を
設
け
て
回

答
す
る
形
式
に
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
本
年
は
抄
録
集

をM
y�schedule

な
ど
を
利
用
し

W
eb

掲
載
し
好
評
で
あ
っ
た
。

今
後
は
日
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
を
早

め
に
発
行
し
た
上
で
抄
録
集
の
発

行
は
止
め
る
提
案
が
出
さ
れ
た

が
、
紙
媒
体
の
抄
録
集
を
残
し
た

方
が
い
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
再

度
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

４
）
第
67
回
定
期
学
術
集
会

会
期
は
、
２
０
１
４
年
9
月
30

日
（
火
）
～
10
月
3
日
（
金
）
ま

で
で
福
岡
国
際
会
議
場
及
び
福
岡

サ
ン
パ
レ
ス
＆
ホ
ー
ル
で
開
催
予

定
で
あ
る
。

（
６
）
財
務
委
員
会

２
０
１
４
年
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
委
員
会
検
討
事
項
（
会
員
管

理
シ
ス
テ
ム
の
新
構
築
・
Ｐ
Ｃ
ハ

ー
ド
面
の
支
出
を
予
定
、
積
立
預

金
の
具
体
的
用
途
内
容
を
検
討
）、

篠
田
副
理
事
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
委
員
に
追
加
す
る
。

（
７
）
倫
理
・
安
全
管
理
委
員
会

第
67
回
定
期
学
術
集
会
に
お
け

る
医
療
安
全
講
習
会
の
企
画
、
ラ

イ
ブ
手
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
版

の
検
討
、
安
全
管
理
に
関
す
る
情

報
発
信
、
医
道
審
議
会
の
行
政
処

分
へ
の
対
応
、
日
本
医
療
安
全
調

査
機
構
と
の
協
力
、助
言
医
師（
鑑

定
人
）
依
頼
へ
の
対
応
な
ど
を
検

討
予
定
で
あ
る
。

（
８
）
専
門
医
制
度
委
員
会

１
）
本
会
専
門
医
制
度
委
員
会

構
成
3
分
野
の
専
門
医
制
度
と

の
連
携
推
進
と
し
て
、
１
）
修
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
胸
部
外
科

関
連
分
野
横
断
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　

２
）
学
術
集
会
に
お
け
る
各
種
セ

ミ
ナ
ー
の
共
同
開
催　

３
）
修
練

施
設
、専
門
医
の
質
的
評
価　

４
）

新
専
門
医
制
度
へ
の
第
三
者
委
員

会
へ
の
意
見
発
信　

５
）
委
員
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

が
活
動
予
定
で
あ
る
。

２
）
呼
吸
器
外
科
専
門
医
合
同

委
員定

期
学
術
集
会
中
に
開
催
さ
れ

た
専
門
医
合
同
委
員
会
の
議
事
録

に
基
づ
き
、
書
類
審
査
結
果
、
Ｎ

Ｃ
Ｄ
を
利
用
し
た
専
門
医
申
請
、

日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
認
定
登
録

医
申
請
に
際
し
て
の
「
医
療
安
全

に
関
す
る
研
修
基
準
」、
新
専
門

医
制
度
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
報

告
さ
れ
た
。
な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
築
に
関
す
る
問
題
点
は
、
初
期

研
修
制
度
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ

た
専
攻
医
の
研
修
シ
ス
テ
ム
の
摩

擦
が
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置

し
、
た
た
き
台
を
作
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

（
９
）
研
究
・
教
育
委
員
会

１
）サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
４

呼
吸
器
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
本

年
と
同
様
、
神
戸
医
療
機
器
開
発

セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定

心
臓
血
管
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は

呼
吸
器
と
同
様
、
神
戸
医
療
機
器

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
で

W
et�Lab

の
時
間
を
延
長
し
、
今

後
は
日
本
血
管
外
科
学
会
も
共
催

す
る
予
定
で
あ
る
。
収
支
報
告
書

が
提
出
さ
れ
、
35
万
円
の
赤
字
は

日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
が
補
填

す
る
。

２
）3
学
会
合
同
Ｐ
Ｇ
Ｃ
委
員
会

現
状
維
持
で
進
め
る
こ
と
と

し
、
２
０
１
４
年
9
月
の
本
会
Ｐ

Ｇ
Ｃ
は
、
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｓ
及
び
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｓ
と
の
関
係
か
ら
も
本
年
度
中

に
枠
組
み
を
決
定
（
3
年
）
予
定

で
あ
る
。

３
）
第
66
回
Ｐ
Ｇ
Ｃ
の
収
支
決

算
に
つ
い
て

前
回
理
事
会
で
、
今
回
の
シ
ス

テ
ム
費
（
約
２
０
０
万
円
）
の
詳

細
に
つ
い
て
疑
義
が
だ
さ
れ
、
今

回
は
更
に
台
風
の
影
響
で
受
講
者

が
減
少
し
、
Ｐ
Ｇ
Ｃ
単
独
で
は
現

時
点
で
も
４
５
０
万
程
の
赤
字
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
企
画

運
営
は
、
本
委
員
会
で
実
施
し
、

収
支
に
つ
い
て
は
学
会
側
（
会
長

側
）
で
で
き
な
い
か
と
の
要
望
が

だ
さ
れ
た
。
本
委
員
会
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
け
を
決
め
る
方
向
で
、
本

会
委
員
長
、
財
務
委
員
長
及
び
学

術
集
会
委
員
長
と
で
相
談
し
て
今

後
、
ど
う
す
る
か
を
決
定
す
る
。

（
10
）
定
款
改
訂
委
員
会

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
改
訂
に
伴
い
、

本
会
定
款
の
改
訂
を
２
０
１
４
年

度
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
11
）
総
務
・
渉
外
委
員
会

２
０
１
６
年
以
降
の
3
年
間
の

学
術
集
会
運
営
会
社
の
選
定
を
行

う
時
期
と
な
り
、
５
社
か
ら
予
算

書
が
提
出
さ
れ
、
選
考
の
結
果
、

２
社
が
選
出
さ
れ
た
。
今
後
は
、

各
社
に
Ｐ
Ｇ
Ｃ
を
含
め
た
予
算
書

を
提
出
し
て
も
ら
い
、
本
委
員
会

で
事
前
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
、
最

終
的
に
第
2
回
理
事
会
で
プ
レ
ゼ

ン
の
上
、
決
定
す
る
。

（
12
）
Ｃ
Ｏ
Ｉ
委
員
会

本
会
臨
床
研
究
の
Ｃ
Ｏ
Ｉ
に
関

す
る
指
針
に
お
い
て
、
日
本
医
学

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
医
学
研
究
の

Ｃ
Ｏ
Ｉ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
精
査

し
、改
訂
す
べ
き
文
言
は
検
討
す
る
。

（
13
）
補
助
人
工
心
臓
治
療
関
連
学

会
協
議
会

実
施
施
設
・
実
施
医
の
更
新
認

定
基
準
及
び
植
込
型
補
助
人
工
心

臓
管
理
施
設
認
定
基
準
に
つ
い

て
、
学
会
理
事
会
で
の
承
認
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
検
討
し
た
。
実

施
医
の
更
新
条
件
が
か
な
り
厳
し

く
な
っ
て
い
る
が
、
12
月
17
日
ま

で
に
各
理
事
か
ら
意
見
を
求
め
る

こ
と
と
し
た
。

（
14
）広
報（H

om
epage-Internet

）

委
員
会

H
om
epage

（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

作
業
の
継
続
と
会
員
専
用
ペ
ー
ジ

の
充
実
）
の
検
討
、N

ew
s�letter

の
年
間
計
画
（
案
）�

及
びN

o.22

の
掲
載
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

２
．
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
件

第
２
回
1
月
21
日
（
火
）、
第

3
回
3
月
26
日
（
水
）、
第
4
回

6
月
12
日
（
木
）、
第
5
回
8
月

29
日
（
金
）
に
開
催
す
る
。

３
．
そ
の
他

（
１
）
日
本
外
科
学
会
専
門
医

制
度
資
料

専
門
医
育
成
は
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
基
盤
に
行
う
こ
と
を
理
念
と

し
た
第
三
者
機
関
「
日
本
専
門
医

機
構
（
仮
称
）」
の
創
設
に
向
け

た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
基
本
と
な
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
整
備
す
る
に
当
た
り
、
専
門
医

制
度
指
針
及
び
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

整
備
指
針
を
も
と
に
作
成
し
た

「
外
科
専
門
医
制
度
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
整
備
指
針
（
案
）」
が
報
告

さ
れ
た
。

外
科
専
門
医
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
5
年
で
習
得
す
る
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
た
だ
し
、
初
期
臨
床

研
修
で
救
急
・
外
科
を
6
カ
月
以

上
履
修
し
た
者
は
4
年
間
（
1
年

短
縮
）、
1
年
以
上
履
修
し
た
者

は
3
年
間
（
2
年
短
縮
）
と
す
る

内
容
で
あ
る
。

（
２
）
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動

脈
弁
置
換
術
関
連
学
会（
Ｔ
Ａ
Ｖ

Ｒ
）協
議
会
報
告

実
施
状
況
、
合
併
症
、
実
施
施

設
認
定
状
況
、
問
題
点
が
報
告
さ

れ
た
。

２
０
１
３
年
11
月
25
日
（
月
）
13
：
00
〜
15
：
40

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
１
回
理
事
会

第
１
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

り
で
、少
々
時
間
に
余
裕
が
な
く

て
残
念
で
し
た
が
ウ
ェ
ッ
ト
ラ

ボ
を
あ
れ
ほ
ど
長
時
間
楽
し
め

た
の
は
本
当
に
来
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
先
生
方
と
お
話
し
で

き
る
時
間
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

良
い
時
間
を
す
ご
せ
る
と
思
う

の
で
、
次
回
か
ら
は
改
善
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

本
当
に
2
日
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
学
生
6
年
生
）

■
基
本
的
な
手
技
を
ま
ず
教
え

て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
学

生
と
話
す
機
会
が
あ
り
、
同
世

代
の
人
と
悩
ん
で
い
る
こ
と
を

相
談
で
き
た
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
み
ん
な
高
か
っ
た
の
で

良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
心
臓
血
管
外
科
医
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
学
生
6
年
生
）

■
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
と
て

も
充
実
し
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
日
目
の
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ボ
は

時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

長
い
時
間
を
取
っ
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
自
分

は
ま
だ
ま
だ
触
っ
て
い
た
い
思

い
で
し
た
。

2
日
目
の
ラ
イ
ブ
デ
モ
で
は

基
本
的
な
こ
と
ま
で
解
説
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
わ
か
り
や

す
か
っ
た
で
す
。
普
段
の
研
修

で
は
術
者
を
は
じ
め
、
先
生
方

は
集
中
し
て
こ
と
細
か
に
教
え

て
も
ら
う
こ
と
は
殆
ど
で
き
ま

せ
ん
（
病
院
に
も
よ
る
か
と
思

い
ま
す
が
）。
で
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
場
で
大
変
有
名
な
先

生
方
に
手
術
を
説
明
し
て
い
た

だ
け
た
の
は
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
に
講
演
い
た
だ

い
た
将
来
の
心
臓
血
管
外
科
の

展
開
の
話
題
は
非
常
に
興
味
深

く
、
今
後
の
自
分
の
行
く
末
に

も
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
、
こ
れ
だ
け

の
先
生
方
が
僕
ら
の
よ
う
な
未

熟
な
も
の
達
に
優
し
く
楽
し
く

指
導
し
て
い
た
だ
け
た
の
が
、

と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
さ
ら
な
る
発
展

を
祈
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も
参

加
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

�

（
研
修
医
1
年
目
）

■
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ボ
で
実
際
に
Ｃ

Ａ
Ｂ
Ｇ
や
Ａ
Ｖ
Ｒ
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
で
実
際
す
る
こ
と
で

助
手
と
し
て
気
を
つ
け
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
志
を
持
つ
同
年
代
と
語
り
あ

え
た
こ
と
は
と
て
も
良
い
経
験

で
し
た
。
先
生
方
、
関
係
者
の

方
々
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
研
修
医
1
年
目
）

■
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ボ
で
細
か
い
技

術
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
け
た

こ
と
が
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
。
各
レ
ク
チ
ャ
ー
も
最
先
端

の
知
識
か
ら
心
臓
外
科
医
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

ま
で
、
今
後
の
人
生
設
計
の
参

考
と
な
っ
た
。

自
分
は
学
生
の
頃
か
ら
心
臓

外
科
に
進
み
た
い
と
思
っ
て
い

て
、
ポ
リ
ク
リ
の
時
か
ら
大
学

の
心
臓
外
科
の
先
生
方
に
は
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
が
、
大
学

の
先
生
方
が
こ
の
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

か
ら
か
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
の
存

在
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

今
回
、
偶
然
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
知
り
、
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
も
っ
と
参
加
で
き

た
ら
と
良
か
っ
た
と
思
う
の

で
、
学
生
、
研
修
医
に
も
っ
と

大
々
的
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。

�

（
研
修
医
2
年
目
）

取
得
ま
で
は
委
員
は
継
続
と
す
る

が
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
退
任
、
現

在
の
投
稿
状
況
・
依
頼
論
文
状

況
、
第
66
回
定
期
学
術
集
会
の
座

長
推
薦
優
秀
演
題
の
論
文
投
稿
依

頼
、
Ｉ
Ｆ
獲
得
に
向
け
て
の
地
方

会
で
の
宣
伝
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
送
本
中
止
は
評
議

員
会
・
総
会
に
て
承
認
さ
れ
、
送

本
が
必
要
と
い
う
方
の
み
送
る
こ

と
に
な
り
、
２
０
１
４
年
1
月
号

に
送
本
の
回
答
文
書
を
挟
み
込
み
、

こ
れ
に
基
づ
き
4
月
号
か
ら
実
施

す
る
。な
お
、本
件
は
同
時
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
会
員
一
斉
メ
ー
ル
な

ど
も
利
用
し
告
知
を
徹
底
す
る
。

（
４
）
学
術
委
員
会

学
術
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
学

術
研
究
の
公
募
は
、
23
件
が
採
用

さ
れ
、
応
募
者
か
ら
ど
ん
な
デ
ー

呼吸器外科サマースクール

▲
 2014 年7月19日（土）・20日（日）  

▲
 神戸医療機器開発センター（MEDDEC）

心臓血管外科サマースクール

▲
 2014 年 8月23日（土）・24日（日）  

▲
 神戸医療機器開発センター（MEDDEC）

今年も開催します！

（2014 年 2 月3日現在 予定）
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施
設
便
り

北
海
道
大
学
病
院
は
Ｊ
Ｒ
札

幌
駅
北
側
の
徒
歩
圏
内
、
北
海

道
大
学
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
り
、
病
院
の
建
物
を
出

れ
ば
す
ぐ
に
大
学
構
内
の
四
季

折
々
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
、

立
地
に
恵
ま
れ
た
病
院
で
す
。

ま
た
１
９
２
１
年
設
立
で
数
年

後
に
は
１
０
０
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
歴
史
あ
る
病
院
で
も
あ

り
ま
す
。
国
立
大
学
病
院
と
し

て
こ
れ
ま
で
に
地
域
へ
の
医
療

貢
献
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す

と
共
に
、
教
育
・
研
究
の
拠
点

と
し
て
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。

循
環
器
・
呼
吸
器
外
科
は
旧

第
二
外
科
か
ら
独
立
し
開
設
さ

れ
た
診
療
科
で
、
１
９
９
０
年

に
循
環
器
外
科
が
開
設
、
２
０

倉
敷
中
央
病
院
は
大
正
12
年

に
大
原
孫
三
郎
に
よ
り
創
立
さ

れ
、
昨
年
90
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
病
院
建
設
に
当
た
り
、「
治

療
本
位（
研
究
目
的
で
な
い
、真

に
患
者
の
た
め
の
治
療
）」「
病

院
く
さ
く
な
い
明
る
い
病
院
」

「
東
洋
一
の
理
想
的
な
病
院
」

と
い
う
３
つ
の
方
針
が
打
ち
立

て
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の

理
念
が
い
ま
も
し
っ
か
り
病
院

に
根
付
い
て
い
ま
す
。
病
院
内

は
明
る
く
、
日
中
は
た
く
さ
ん

の
患
者
さ
ん
や
家
族
が
温
室
な

ど
で
く
つ
ろ
い
で
い
ま
す
。
医

師
は
患
者
の
治
療
に
専
念
で
き

る
よ
う
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

心
臓
血
管
外
科
は
現
在
、
ス

北
海
道

北
海
道
大
学
病
院

循
環
器
・
呼
吸
器
外
科

岡
山
県

倉
敷
中
央
病
院

が
、
治
療
方
針
に
つ
い
て
は
術

前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
熟
慮
の

上
、
決
定
し
ま
す
。
特
筆
す
べ

き
は
、
昨
年
秋
に
認
可
さ
れ
た

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
（
経
皮
的
大
動
脈
弁

置
換
術
）
の
認
定
施
設
と
な
っ

た
こ
と
で
す
。
循
環
器
内
科
と

合
同
の
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
チ
ー
ム
で
30

例
以
上
の
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
を
施
行
し

て
き
ま
し
た
。
内
シ
ャ
ン
ト
手

術
が
年
間
２
５
０
例
あ
る
の
も

大
き
な
特
徴
で
、
レ
ジ
デ
ン
ト

に
と
っ
て
は
血
管
吻
合
技
術
の

修
練
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

公
募
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ト

は
、
現
在
ま
で
に
全
国
か
ら
20

名
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
当
院

は
も
と
も
と
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン

ト
に
大
き
く
依
存
し
た
体
制
で

す
の
で
、
必
然
的
に
研
修
医
の

教
育
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
専
門
医
取
得
に
必

要
な
手
術
手
技
修
練
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
加
え
て
学
会
発
表
、
論
文

作
成
等
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ー

ク
の
指
導
体
制
に
つ
い
て
は
Ｇ

Ｔ
Ｃ
Ｓ
掲
載
の
論
文
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

岡
山
県
、
倉
敷
市
は
都
会
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
候
温
暖

で
す
ご
し
や
す
く
、
ブ
ド
ウ
や

桃
の
高
級
種
も
安
く
手
に
入
り
、

本
稿
執
筆
時
、
ま
だ
心
移
植

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
待

機
患
者
は
10
名
を
越
え
て
お

り
医
局
一
丸
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。
ま

た
２
０
１
２
年
に
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
手
術
室
が
導
入
さ
れ
、
大

動
脈
瘤
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
治
療
や
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
の
環

境
も
整
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
呼
吸
器
外
科
は
早

い
時
期
か
ら
胸
腔
鏡
手
術
に

着
手
し
、
わ
が
国
に
お
け
る

低
侵
襲
手
術
の
先
駆
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
進
行
肺
癌
に
対
す
る
拡

大
手
術
や
集
学
的
治
療
と
し

て
の
手
術
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、「
早
い
時
期
の
肺
癌

に
は
呼
吸
機
能
を
温
存
し
た

区
域
切
除
な
ど
の
縮
小
手
術

お
よ
び
胸
腔
鏡
を
用
い
た
よ

り
低
侵
襲
な
手
術
を
追
及
」
と

「
進
行
し
た
肺
癌
に
は
化
学
療

法
、
放
射
線
療
法
と
組
み
合

わ
せ
た
外
科
切
除
の
安
全
性

の
確
保
と
治
療
成
績
の
向
上
」

を
診
療
、
研
究
の
2
本
柱
と

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
上
、
関
連
病

院
数
は
北
海
道
内
外
を
含
め

循
環
器
23
施
設
、
呼
吸
器
15

施
設
と
多
く
、
毎
年
2
回
全

体
で
研
究
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
普
段
か
ら
診
療
上

の
連
携
を
と
り
あ
っ
て
グ
ル

ー
プ
全
体
で
の
治
療
成
績
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
室
の
対
外
的
な
活
動

と
し
て
は
、
２
０
１
１
年

よ
り
心
臓
血
管
外
科
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
事
務
局
を
務

め
る
と
共
に
、
２
０
１

２
年
に
は
重
症
心
不
全

外
科
研
究
会
が
発
足

第67回
日本胸部外科学会
定期学術集会

The 67th Annual Scientific Meeting of 
The Japanese Association for Thoracic Surgery

会　期： 2014 年 9 月 30 日（火）～ 10 月 3 日（金）
 （30 日（火）Postgraduate Course）　
会　場： 福岡国際会議場
 福岡サンパレスホテル & ホール
会　長： 富永 隆治
 （九州大学大学院医学研究院循環器外科学講座 教授）

テーマ： Noblesse Oblige －先進医療とその検証－
演題登録期間：
 2014 年 2 月 13 日（木）～ 4 月 15 日（火）正午
　 ※公募プログラムなど詳細は学術集会 HP を

ご覧ください。

事務局
　第67回日本胸部外科学会定期学術集会　事務局
　　九州大学大学院医学研究院循環器外科学講座
　　TEL：092-642-5557 / FAX：092-642-5566　　

　第67回日本胸部外科学会定期学術集会　運営事務局
　　㈱コングレ九州支社内
　　TEL：092-716-7116 / FAX：092-716-7143　
　　E-mail：jats67@congre.co.jp
　　URL：http://www.congre.co.jp/jats67/

１
２
年
に
は
呼
吸
器
外
科
が

独
立
統
合
さ
れ
て
現
在
の
形

態
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
教

授
は
安
田
慶
秀
先
生
が
務
め

ら
れ
、
現
在
は
２
０
０
６
年

に
就
任
し
た
松
居
喜
郎
教
授

が
主
任
教
授
と
し
て
循
環
器

外
科
を
率
い
、呼
吸
器
外
科
は

加
賀
基
知
三
診
療
教
授
を
中

心
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

循
環
器
外
科
で
は
新
生
児

を
含
む
小
児
先
天
性
心
疾
患

か
ら
後
天
性
心
疾
患
、
大
動

脈
疾
患
や
末
梢
血
管
疾
患
ま

で
幅
広
く
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
研
究
主
題
は
重
症
心

不
全
の
外
科
治
療
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
重
症
心
不
全
に
対
す

る
外
科
治
療
（
左
室
形
成
術
）

や
機
能
性
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全

症
に
対
す
る
外
科
治
療
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
成

果
を
国
内
外
に
発
信
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
０
年
に
は

心
臓
移
植
実
施
施
設
に
認
定

さ
れ
、
翌
２
０
１
１
年
に
は

埋
込
型
補
助
人
工
心
臓
実
施

施
設
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

瀬
戸
内
の
海
の
幸
も
楽
し
め
ま

す
。
近
く
に
歓
楽
施
設
が
な
い

分
、
臨
床
、
研
究
に
専
念
し
や

す
い
環
境
と
も
い
え
ま
す
。
見

学
等
は
い
つ
で
も
歓
迎
で
す
。

倉
敷
中
央
病
院
心
臓
血
管
外
科

主
任
部
長　

小
宮�

達
彦

タ
ッ
フ
3
名
、
専
修
医
4
名
、

公
募
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ト
5
名

の
12
名
、
2
チ
ー
ム
体
制
で
診

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院

で
の
チ
ー
ム
医
療
を
簡
単
に
紹

介
し
ま
す
。

①
主
治
医
の
裁
量
を
削
減
し
、

毎
朝
夕
の
チ
ー
ム
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
で
治
療
方
針
を
決
定
す
る

②
リ
ー
ダ
ー（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

が
中
心
と
な
り
、
チ
ー
ム
内
の

仕
事
の
段
取
り
を
行
う

③
緊
急
手
術
は
隔
日
で
分
担
し
、

定
期
的
な
休
養
が
得
ら
れ
る

心
臓
血
管
外
科
の
手
術
数
は

年
間
９
０
０
例
以
上
で
す
が
、

そ
の
う
ち
約
半
数
が
心
臓
大
血

管
手
術
で
、
残
り
の
半
数
が
末

梢
血
管
の
手
術
や
内
シ
ャ
ン
ト

の
手
術
で
す
。
疾
患
内
訳
と
し

て
は
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
症
例

が
年
間
１
２
０
例
、
弁
膜
疾
患

が
１
５
０
例
、
大
動
脈
疾
患
が

２
０
０
例
で
す
。
弁
膜
症
は
大

動
脈
弁
に
つ
い
て
も
形
成
術
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
高

性
能
の
Ｃ
Ｔ
（Siem

ens�So-
m
atom

）
お
よ
び
解
析
ソ
フ

ト（Syndo�via

）導
入
に
よ
り
、

鮮
明
な
大
動
脈
弁
画
像
を
術
前

に
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
大
き
な
進
歩
と
考
え

て
い
ま
す
。
大
動
脈
瘤
に
つ
い

て
は
年
間
80
例
の
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す

し
、
そ
の
事
務
局
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

人
口
構
造
の
劇
的
な
変
化
と

共
に
大
学
病
院
の
あ
り
方
も
問

わ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
関

連
病
院
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
と

し
て
地
域
に
密
着
し
た
優
れ
た

医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

大
学
病
院
と
し
て
若
い
医
師
を

育
て
北
の
大
地
か
ら
診
療
お
よ

び
研
究
成
果
を
全
国
、
世
界
へ

発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

外
科
学
講
座�

循
環
器
・
呼
吸
器
外
科
学

�

若
狭�

哲

正会員申請について
2014年 4 月30日	（水）� 正会員申請締め切り日
2014年 6 月15日	（日）まで� �委員会による審査かつ結果を理事会に報告
2014年 6 月20日	（金）まで� 不合格者への結果連絡
2014年 7 月 1 日	（火）まで�� 不合格者からの異議申し立て
2014年 7 月15日	（火）まで� 異議申し立て者に結果を通知
2014年 8 月 1 日	（金）まで� 合格者に正会員委嘱通知

（申請条件等は学会ホームページをご覧下さい。）
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理
化
学
研
究
所
発
生
・
再
生
科
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
・
細
胞
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
研
究
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
、
小
保
方
晴
子
さ
ん
が
分
化

多
能
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
を
作
製
す
る
方
法
を
確
立

し
、
世
界
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。Sochi

で
は
間
も
な
く
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕

し
、
高
梨
沙
羅
、
浅
田
真
央
、
羽
生
結
弦
な
ど

日
本
人
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

JU
ST�N

O
W
�JATS�N

o�23

は
昨
年
開
催
さ
れ

た
心
臓
血
管
外
科
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
呼
吸
器

外
科
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
報
告
と
参
加
者
の
声

が
掲
載
さ
れ
、
学
生
、
研
修
医
に
と
っ
て
、
講

義
だ
け
で
な
く
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
実
技
指
導
で

直
接
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
先
輩
医
師
の
話
を

聞
け
た
こ
と
が
い
か
に
有
意
義
で
あ
っ
た
か

が
、
熱
気
と
と
も
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
病
院
循
環
器
・
呼
吸
器
外
科
、

倉
敷
中
央
病
院
か
ら
の
施
設
便
り
、
福
田
幾
夫

先
生
か
ら
本
年
5
月
21
日
か
ら
青
森
市
で
開
催

さ
れ
る
第
42
回
日
本
血
管
外
科
学
会
学
術
総
会

の
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
過
去
の
定
期
学
術
集
会
の

Postgraduate�Course

に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
に
、
テ
キ

ス
ト
販
売
の
お

知
ら
せ
で
す
。

在
庫
が
限
ら
れ

て
い
る
よ
う
な

の
で
希
望
さ
れ

る
方
は
お
早
め

に
事
務
局
へ
確

認
メ
ー
ル
を
し

て
く
だ
さ
い
。

第
67
回
日
本

胸
部
外
科
学
会

定
期
学
術
集
会

は
9
月
30
日
か

ら
10
月
3
日
ま

で
福
岡
国
際
会

議
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
演
題

締
め
切
り
は
4

月
15
日
で
す
の

で
お
忘
れ
な
く
。

編
集
後
記

第
42
回
日
本
血
管
外
科
学
会

学
術
総
会
を
平
成
26
年
5
月
21

日
か
ら
23
日
ま
で
、
青
森
市
で

開
催
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「Partnership

─
と
も
に

歩
む
血
管
外
科
」と
し
ま
し
た
。

最
近
の
血
管
外
科
手
術
の
進
歩

は
著
し
く
、
大
動
脈
外
科
領
域

で
は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
の
応

用
範
囲
が
広
が
り
、
手
術
体
系

が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
末

梢
血
管
外
科
領
域
で
も
血
管
内

治
療
に
よ
り
、
腸
骨
動
脈
領
域

の
バ
イ
パ
ス
手
術
は
す
っ
か
り

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
で

大
動
脈
基
部
～
弓
部
大
動
脈
、

胸
腹
部
大
動
脈
領
域
の
大
動
脈

瘤
の
治
療
や
足
の
末
梢
バ
イ
パ

ス
はopen�surgery

が
主
体

で
、
こ
の
領
域
で
の
侵
襲
を
減

ら
す
努
力
は
ま
だ
ま
だ
必
要
で

す
。「
ヒ
ト
は
血
管
と
と
も
に

老
い
る
」
と
い
わ
れ
、
血
管
外

科
手
術
は
、
虚
血
性
心
疾
患
、

腎
機
能
、
脳
血
管
障
害
な
ど
全

身
の
動
脈
硬
化
性
病
変
に
対
す

る
配
慮
と
、
患
者
さ
ん
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科
、
医
療

職
が
協
力
を
し
て
治
療
に
あ
た

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
患
者
─

医
師
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
間
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性

も
増
し
て
い
ま
す
。
進
歩
著
し

い
最
近
の
10
年
間
に
蓄
積
し
て

き
た
経
験
を
、
新
た
な
エ
ビ
デ

ン
ス
と
し
て
共
有
し
て
ゆ
く
こ

と
が
学
術
集
会
の
目
的
と
考

え
、
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
「
情

熱
・
経
験
・
エ
ビ
デ
ン
ス
」を
掲

げ
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で

は
、
「
重

症
虚
血
肢

に
対
す
る

治
療
」「
急

性
大
動
脈

解
離
に
お

け
る
臓
器

灌
流
障

害
」
「
広

範
囲
胸
部

参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

５
月
の
青
森
は
、十
和
田
湖
、

奥
入
瀬
渓
谷
の
新
緑
が
目
に
ま

ぶ
し
く
、
点
在
す
る
温
泉
な
ど

で
自
然
に
た
っ
ぷ
り
と
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ね
ぶ
た
祭

り
体
験
施
設
や
、
県
立
美
術
館

の
棟
方
志
功
の
版
画
・
シ
ャ
ガ

ー
ル
の
舞
台
画
・
三
内
丸
山
遺

跡
も
見
も
の
で
す
。
学
会
の
合

間
に
、
青
森
の
自
然
と
文
化
・

食
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
皆
様
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
教
室
員
一
同
、
力

を
あ
わ
せ
て
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

大
動
脈
瘤
の
手
術
戦
略
」「
肺

塞
栓
症
に
対
す
る
治
療
」、「
足

関
節
レ
ベ
ル
へ
の
バ
イ
パ
ス
術

の
こ
つ
」「
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｒ
、
Ｔ
Ｅ

Ｖ
Ａ
Ｒ
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

も
「
血
管
内
治
療
時
代
の
血
管

外
科
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
虚

血
性
心
疾
患
を
合
併
し
た
重
症

虚
血
肢
の
治
療
選
択
」
な
ど
、

最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
幅

広
く
討
論
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
海
外
か
ら
の
招
待
講

演
者
に
は
、
討
論
者
と
し
て
も

福田 幾夫
弘前大学大学院医学研究科胸部心臓血管外科学講座 教授

1979年 千葉大学医学部卒業
  筑波大学循環器外科レジデント、国立循環器病セン

ター心臓血管外科レジデント
1985年 筑波メディカルセンター病院心臓血管外科科長
2001年  弘前大学外科学第一講座（現胸部心臓血管外科学講

座）教授

趣味：読書と音楽
好きな言葉：医者はよるべなき病者の友

第
42
回

日
本
血
管
外
科
学
会
学
術
総
会
に
つ
い
て

福
田 

幾
夫
（
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座 

教
授
）

【
会
期
】
２
０
１
４
年
５
月
21
日（
水
）〜
23
日（
金
）

【
会
場
】
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
（
青
森
市
文
化
会
館
）・

　
　
　   
ホ
テ
ル
青
森

Postgraduate Courseテキスト販売

宛　先： jats-manager@umin.net
 （PGC テキスト販売窓口）
件　名： PGC テキスト購入希望・入金完了（第 66 回）
本　文： 会員番号　T
　 氏　名
　 発送先
 ※学会登録の住所以外に送付する場合のみ記載

振込額： 1 冊￥3,350
 （本体価格￥3,000＋発送用レターパック￥350）
口　座： みずほ銀行　飯田橋支店
 普通預金　2288186
名　義： 特定非営利活動法人日本胸部外科学会
 トクヒ）ニホンキョウブゲカガッカイ
 ※振込人名を必ず入力

併せて、過去の学術集会で行われたPostgraduate Course のテキストも販売いたします。
第59 ～ 61・64・65回分につき、1冊￥3,350（本体価格￥3,000＋レターパック￥350）にて販売いたします。

ご購入手続き

お知ら
せ

1冊…￥3,350（本体価格…￥3,000 ＋ レターパック…￥350）

こちらはお振込の前に jats-manager@umin.net（PGC テキスト販売窓口）まで在庫のご確認を

発送は『代金のお振込み』と『事務局へのメール』が共に確認出来てからとなります

在庫僅少となっているテキストもございます。ご購入をお考えの方はお早めに！

Step1：代金のお振込み Step2：事務局へメール

10月の第66回定期学術集会で行われたPostgraduate Courseのテキストを販売いたします。
残念ながらお越しになれなかった先生方、ぜひこの機会にご購入ください。

ご注意ください！

広報委員会副委員長 
丹黒 章

（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部　胸部・内分泌・腫
瘍分野教授　徳島大学病院　副院長）
1981年  徳島大学卒業後山口大学第二外科入局食道外科医を目指す。
1986年　山口大学医学部助手、
1989年  米国アーカンソー大学客員助教
1996年　 山口大学医学部講師、1998年助教授
2004年　徳島大学大学院教授
2012年　徳島大学病院副病院長
趣味：テニス、阿波踊り　好きな言葉：敬天愛人


